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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第74期

第１四半期連結
累計期間

第75期
第１四半期連結
累計期間

第74期

会計期間
自平成23年４月１日
至平成23年６月30日

自平成24年４月１日
至平成24年６月30日

自平成23年４月１日
至平成24年３月31日

売上高（千円） 18,977,432 23,888,339 82,168,084

経常利益（千円） 717,767 652,902 2,396,961

四半期（当期）純利益（千円） 386,679 480,537 1,989,229

四半期包括利益又は包括利益（千円） 752,435 1,094,242 1,670,017

純資産額（千円） 18,197,405 20,043,374 19,023,565

総資産額（千円） 51,500,098 59,286,934 55,228,232

１株当たり四半期（当期）純利益金額

（円）
23.60 29.33 121.41

潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）

純利益金額（円）
― ― ―

自己資本比率（％） 33.9 32.5 33.1

（注）１　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２　売上高には、消費税等は含まれておりません。

３　潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため、記載しており

ません。　
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２【事業の内容】

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第１四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載

した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

２【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結はありません。

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1) 業績の状況

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、震災復興需要による個人消費の持ち直しが内需を下支えし、

緩やかな回復基調となる一方、長期化する欧州債務問題や景気低迷により長期化する円高の影響を受け不安定な状

況が続きました。

このような状況の中、当第１四半期連結累計期間における売上高は、国内の復興需要やエコカー補助金の効果に

よる得意先の増産及び中国得意先の増産影響により前年比25.8％増の23,888百万円となりました。損益面では、増

収となるものの、北米地区における急激な生産変動に伴う生産トラブルが影響し、営業利益は前年同期比2.9％増の

738百万円、経常利益は前年同期比9.0％減の652百万円、四半期純利益は前年同期比24.2％増の480百万円となりま

した。

セグメントの業績は次のとおりであります。

①　日本

国内の売上高は、主要得意先の生産台数増により、12,846百万円と前年同期に比べ3,379百万円（35.7％）の

増収となりました。営業利益は、増収影響により547百万円（前年同期は2百万円の営業損失）となりました。

②　北米

北米の売上高は、主要得意先の生産台数増により9,096百万円と前年同期に比べ1,954百万円（27.3％）の増

収となりました。営業損失は、急激な生産変動によるトラブル影響等により410百万円（前年同期は133百万円

の営業利益）となりました。

③　中国

中国の売上高は、主要得意先の生産台数増により4,007百万円と前年同期に比べ850百万円（26.9％）の増収

となりました。営業利益は、材料費の増加等により392百万円と前年同期に比べ3百万円（△0.8％）の減益とな

りました。

④　その他

その他の売上高は、得意先の増産影響により2,154百万円と前年同期に比べ123百万円（6.0％）の増収とな

りました。営業利益は、域内生産体制の見直しにより166百万円と前年同期に比べ18百万円(△9.8%)の減益とな

りました。

　なお、売上高は消費税抜きで記載しております。

(2) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結累計期間において、事業上及び財務上の対処すべき課題について重要な変更等はありません。

(3) 研究開発活動

　当第１四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は296百万円であります。

　なお、当第１四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 42,400,000

計 42,400,000

 

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末
現在発行数（株）
（平成24年６月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成24年８月10日）

上場金融商品取引所名又
は登録認可金融商品取引
業協会名

内容

普通株式 19,410,000 19,410,000東京証券取引所市場第二部 単元株式数100株

計 19,410,000 19,410,000 ― ―

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。　　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
　

(千円)

資本金残高
　

(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成24年４月１日～

平成24年６月30日
― 19,410,000 ― 3,206,062 ― 3,184,500

　

（６）【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。

EDINET提出書類

日本プラスト株式会社(E02216)

四半期報告書

 5/17



（７）【議決権の状況】

　当第１四半期会計期間末現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日（平成24年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしておりま

す。

①【発行済株式】

 平成24年６月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)

(自己保有株式)

普通株式　  2,982,300
― ―

(相互保有株式)

普通株式      155,700
― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式   16,266,600 162,666 ―

単元未満株式 普通株式        5,400 ― ―

発行済株式総数 19,410,000― ―

総株主の議決権 ― 162,666 ―

（注）　「完全議決権株式(その他)」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が4,000株(議決権40個)含まれて

おります。

②【自己株式等】

 平成24年６月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式総数
に対する所有
株式数の割合(％)

(自己保有株式)  　 　 　 　

日本プラスト株式会社
静岡県富士宮市山宮3507

番地15号
2,982,300 ― 2,982,300 15.36

(相互保有株式)  　 　 　 　

東泉プラスト株式会社
静岡県富士市前田306番

地
9,000 116,500125,500 0.64

日本プラスト運輸株式会社
静岡県富士市伝法949-31

番地
― 30,200 30,200 0.15

計 ― 2,991,300146,7003,138,000 16.16

（注）１　他人名義で所有している理由等

所有理由 名義人の氏名又は名称 名義人の住所

加入持株会における共有持分数 日本プラスト日峰持株会 静岡県富士宮市山宮3507番地３号

　

２【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期累計期間末までにおいて、役員の異動はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（平成24年４月１日から平

成24年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成24年４月１日から平成24年６月30日まで）に係る四半

期連結財務諸表について有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成24年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 5,346,883 6,182,539

受取手形及び売掛金 14,242,709 15,653,303

製品 1,441,574 1,016,289

原材料 5,378,452 5,534,057

仕掛品 942,089 935,659

貯蔵品 1,398,242 1,296,567

繰延税金資産 716,625 667,812

その他 1,652,353 2,536,221

貸倒引当金 △3,709 △3,709

流動資産合計 31,115,223 33,818,742

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 7,325,384 7,414,444

機械装置及び運搬具（純額） 6,165,150 6,910,286

工具、器具及び備品（純額） 1,645,190 1,758,604

土地 4,283,771 4,319,252

その他（純額） 1,333,190 1,805,181

有形固定資産合計 20,752,688 22,207,769

無形固定資産

その他 308,354 333,976

無形固定資産合計 308,354 333,976

投資その他の資産

投資有価証券 1,703,878 1,573,553

繰延税金資産 766,513 817,456

その他 595,734 549,596

貸倒引当金 △14,160 △14,160

投資その他の資産合計 3,051,966 2,926,445

固定資産合計 24,113,009 25,468,192

資産合計 55,228,232 59,286,934
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（単位：千円）

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成24年６月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 14,135,239 14,069,751

短期借入金 6,177,900 9,456,767

未払法人税等 1,020,406 633,949

繰延税金負債 128,335 223,204

賞与引当金 897,198 312,383

役員賞与引当金 75,000 18,750

製品保証引当金 520,938 486,727

その他 4,871,863 5,815,539

流動負債合計 27,826,881 31,017,072

固定負債

長期借入金 4,319,087 4,414,642

繰延税金負債 474,025 280,195

退職給付引当金 2,863,271 2,871,560

役員退職慰労引当金 421,333 379,594

その他 300,068 280,494

固定負債合計 8,377,785 8,226,487

負債合計 36,204,667 39,243,559

純資産の部

株主資本

資本金 3,206,062 3,206,062

資本剰余金 3,184,500 3,184,500

利益剰余金 18,249,183 18,655,796

自己株式 △2,064,192 △2,064,700

株主資本合計 22,575,554 22,981,658

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 451,961 369,073

為替換算調整勘定 △4,718,296 △4,043,615

その他の包括利益累計額合計 △4,266,334 △3,674,542

少数株主持分 714,345 736,258

純資産合計 19,023,565 20,043,374

負債純資産合計 55,228,232 59,286,934
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年６月30日)

売上高 18,977,432 23,888,339

売上原価 17,035,183 21,298,667

売上総利益 1,942,248 2,589,672

販売費及び一般管理費 1,224,701 1,851,151

営業利益 717,547 738,521

営業外収益

受取利息 10,319 24,343

受取配当金 12,355 10,128

投資不動産賃貸料 16,347 16,347

持分法による投資利益 － 2,996

雑収入 74,565 131,677

営業外収益合計 113,587 185,493

営業外費用

支払利息 61,834 83,933

為替差損 17,913 114,620

持分法による投資損失 16,497 －

雑損失 17,123 72,558

営業外費用合計 113,368 271,112

経常利益 717,767 652,902

特別利益

固定資産売却益 3,282 －

特別利益合計 3,282 －

特別損失

割増退職金 10,966 －

特別損失合計 10,966 －

税金等調整前四半期純利益 710,083 652,902

法人税等 319,801 179,631

少数株主損益調整前四半期純利益 390,281 473,271

少数株主利益又は少数株主損失（△） 3,602 △7,265

四半期純利益 386,679 480,537
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【四半期連結包括利益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年６月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 390,281 473,271

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 19,338 △82,887

為替換算調整勘定 342,815 703,859

その他の包括利益合計 362,154 620,971

四半期包括利益 752,435 1,094,242

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 735,369 1,072,329

少数株主に係る四半期包括利益 17,066 21,913
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【会計方針の変更】

当第１四半期連結累計期間
（自　平成24年４月１日
至　平成24年６月30日）

（会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更）

　当社及び国内連結子会社は、法人税法の改正に伴い、当第１四半期連結会計期間より、平成24年４月１日以後に取得した

有形固定資産について、改正後の法人税法に基づく減価償却方法に変更しております。

　これにより、従来の方法に比べて、当第１四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益に与

える影響は軽微であります。　

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

 
当第１四半期連結累計期間
（自　平成24年４月１日
至　平成24年６月30日）

税金費用の計算 　税金費用については、当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引

前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前

四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。
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【注記事項】

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半

期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれんの償却額は、次

のとおりであります。

　
前第１四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成24年４月１日
至　平成24年６月30日）

減価償却費 885,993千円 926,507千円

のれんの償却額 240 240

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　平成23年４月１日　至　平成23年６月30日）

　　配当に関する事項

　配当金支払額

　
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年６月29日

定時株主総会
普通株式 73,924 4.50平成23年３月31日平成23年６月30日利益剰余金

　

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　平成24年４月１日　至　平成24年６月30日）

　　配当に関する事項

　配当金支払額

　
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年６月28日

定時株主総会
普通株式 73,924 4.50平成24年３月31日平成24年６月29日利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　平成23年４月１日　至　平成23年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 （単位：千円）

 
報告セグメント その他

（注）
合計

日本 北米 中国 計

売上高       

外部顧客への売上高 7,900,3417,139,2843,055,36118,094,987882,44418,977,432
セグメント間の内部売上高
又は振替高

1,565,9392,679102,1361,670,7551,148,9852,819,741

計 9,466,2807,141,9643,157,49719,765,7432,031,43021,797,174

セグメント利益

又はセグメント損失（△）
△2,684133,273395,913526,502184,466710,968

（注）「その他」はタイ・インドネシアであります。

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額

の主な内容（差異調整に関する事項）

　 （単位：千円）

利益 金額

報告セグメント計 526,502

「その他」の区分の利益 184,466

セグメント間取引消去 △3,869

その他の調整 10,448

四半期連結損益計算書の営業利益 717,547

　

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　平成24年４月１日　至　平成24年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 （単位：千円）

 
報告セグメント その他

（注）
合計

日本 北米 中国 計

売上高       

外部顧客への売上高 10,592,0479,095,8673,839,26623,527,180361,15923,888,339
セグメント間の内部売上高
又は振替高

2,254,1261,001168,3152,423,4431,793,2814,216,724

計 12,846,1739,096,8684,007,58225,950,6242,154,44028,105,064

セグメント利益

又はセグメント損失（△）
547,208△410,662392,675529,221166,251695,472

（注）「その他」はタイ・インドネシアであります。
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２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額

の主な内容（差異調整に関する事項）

　 （単位：千円）

利益 金額

報告セグメント計 529,221

「その他」の区分の利益 166,251

セグメント間取引消去 34,060

その他の調整 8,988

四半期連結損益計算書の営業利益 738,521

　

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前第１四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成24年４月１日
至　平成24年６月30日）

　　１株当たり四半期純利益金額 23円60銭 29円33銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額（千円） 386,679 480,537

普通株主に帰属しない金額（千円） ― ―

普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 386,679 480,537

普通株式の期中平均株式数（千株） 16,384 16,381

（注）　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。　　

　

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

２【その他】

該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成24年８月10日

日本プラスト株式会社

取締役会　御中

有限責任 あずさ監査法人　　

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 山　下　和　俊　　

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 石　崎　勝　夫　

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている日本プラスト株式

会社の平成24年４月１日から平成25年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成24年４月１日から

平成24年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成24年４月１日から平成24年６月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半

期レビューを行った。

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、

分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、日本プラスト株式会社及び連結子会社の平成24年６月30日現在の財政

状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべて

の重要な点において認められなかった。

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　

（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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